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サメ、バラムツ等の食害対策 下田市水産・海洋学講座で講演
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解説：テングサの利用：寒天やところてんの原料にな
る。テングサから煮出した液を固めたものがところて
ん、ところてんを脱水し、乾燥させたものが寒天。

　3月8日、下田市民文化会館で下田市教育委
員会が主催する水産・海洋学講座が開催され、
当場より「伊豆地域の定置漁業」という題目
で講演を行いました。定置漁業の概要、伊豆
地域の定置漁業の紹介、漁獲魚種の動向、販
路開拓や先進技術導入等の各漁場の取組みに
ついて説明を行いました。参加者の方々には
伊豆地域の基幹漁業である定置漁業について
理解を深めていただけたことと思います。

解説：水産・海洋学講座：下田市にある大学、海上
保安部、県水産技術研究所の専門家が中学生以上を
対象に、海や水産業に関する講演を行う。

4月の予定●熱海地区でヒラメの中間育成が始まります。●今年のアワ
ビ放流が順次行われます。●今年の天草作柄を予測するため、潜水調査
を引き続き行います。●4月13日伊東市場にて『いとう漁協水産祭』が
開催されます。

稲取漁港直売所「こらっしぇ」　4
月19日(金)10時からグランドオー
プン。通常営業は8時30分～15時。

　今年度のテングサ作柄調査は3月6日の白浜
地区から始まりました。調査は現在も実施中
で、伊豆地域の13地区で合計31ヵ所を潜水に
よる1㎡の枠取りと目視観察でテングサの着生
状況を調査していきます。
　白浜地区の調査1ヵ所目ではテングサ着生量
の大きな減少が見られたため、下田周辺の他
の地点の様子が心配されましたが、他の地点
では大きな減少は確認されませんでした。一
方で、西伊豆では黒潮大蛇行の影響で例年よ
りも水温が高めに推移しており、漁業者から
は海藻が少ないとの話が多く出ています。今
後、西伊豆方面を調査しますが、テングサの
状況が心配されます。

　今年度の作柄予察は全ての地区の調査が終
了した後、5月中旬ころまでにお知らせする予
定です。

↑　枠取りによるテングサ調査の様子

　伊豆分場では、キンメダイ漁でのサメ・バ
ラムツ・イルカの食害対策を進めています。
これまでに当業船は半分以上の出漁日で食害
種に遭遇していることが分かりました。漁獲
量が低迷している中での食害被害は、漁業経
営や資源管理にも大きな影響を与えます。今
後も実態把握や対策について研究を進めてい
きます。

↑　試験採捕した29㎏のバラムツ
解説：バラムツは熱帯・温帯域に広く生息する大型魚。
オイルフィッシュとも呼ばれ、筋肉にワックスが多い
ため、食品としての流通が禁止されている。


